
川俣町

目
が
覚
め
る
と
ま
ず
裏
庭
か
ら

鶏
の
声
が
聞
こ
え
、
向
か
い
の

鍛
冶
屋
の
槌
の
音
が
響
い
て
く

る
。
私
に
と
っ
て
川
俣
の
朝
の

音
楽
で
あ
る
。
や
が
て
町
の
あ

ち
こ
ち
か
ら
筬
の
音
が
響
き
出

し
て
く
る
。(

省
略)

伯
父
の

家
の
向
か
い
側
に
舘
の
山
と
い

う
小
高
い
山
が
あ
っ
て
、
よ
く

登
っ
て
は
白
秋
の
詩
等
を
読
ん

だ
り
、
作
曲
し
た
り
し
た
。
私

の
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
福
島
と
川
俣

の
風
光
か
ら
生
ま
れ
た
の
だ
。

私
は
こ
の
よ
う
な
静
か
な
町
が

大
好
き
で
あ
る
。」

「
作
曲
を
志
す
町
」
よ
り

著
：
古
関
裕
而

古関メロディーが生まれた町

川俣シャモ川俣シルク古関裕而が演奏したオルガン

古関裕而が 2年間下宿した元ちりめん屋

古関裕而が後に妻となる金子へ手記を書いた際に見ていたとされる舘ノ山から見た景色

古関裕而 川俣町

自動車新幹線

東
京

東
京 川

俣
福
島仙

台
福
島

約 1 時間 30 分 約 3 時間 30 分

約 40 分
約 25 分

ぜひ、古関裕而ゆかりの地

かわまたにお越しください！
川俣町へのアクセス

★
かわま

たいい
！

すごく
いい！


